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に
わ
た
り
、
人
づ
く
り
や
福
祉
な
ど

の
個
別
テ
ー
マ
を
設
け
て
い
る
た

め
、
町
内
で
同
類
の
事
業
へ
の
視
察

を
行
う
な
ど
、
地
区
間
の
連
携
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令

和
５
年
１
月
に
実
施
し
た
12
地
区

揃
っ
て
の
報
告
会
で
も
、
代
表
者
か

ら
事
業
の
説
明
や
課
題
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
、
推
進
状
況
を
共
有
し

ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
推
進
を
よ
り

持
続
的
に
す
る
た
め
の
拠
点
整
備

等
を
目
的
と
し
た
令
和
４
年
度
の

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
事
業
で
、
口
羽

地
区
と
中
野
地
区
の
提
案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
両
地
区
と
も
地
域
に

必
要
な
福
祉
事
業
を
持
続
化
さ
せ

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
整
備
が

進
め
ら
れ
、
令
和
５
年
度
に
設
備
等

が
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
令

和
５
年
度
で
も
実
施
し
ま
す
。

（
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
推

進
事
業
）

　
羽
須
美
地
域
で
、
令
和
２
年
度
か

ら
５
年
間
の
計
画
で
進
め
て
い
る
、

島
根
県
の
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」

モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
は
、
複
数
の

地
域
が
地
域
の
枠
を
越
え
て
、
共
同

し
て
持
続
的
な
地
域
運
営
を
続
け

て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
る

事
業
で
す
。
口
羽
地
区
で
は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
と
バ
ス
を
つ
な
ぐ
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
、
一
体

的
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る

拠
点
と
し
て
「
暮
ら
し
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
を
構
想
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

に
口
羽
公
民
館
周
辺
に
バ
ス
停
や
、

支
所
と
公
民
館
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊

し
て
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
経

済
の
循
環
を
高
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

邑
南
町
地
域
資
源
活
用
技
術
習

得
施
設
「
食
の
学
校
」
に
つ
い
て
、

Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
を
踏
ま
え
た
地

産
地
消
等
の
推
進
に
お
け
る
「
食

育
」
と
い
う
観
点
で
、
令
和
５
年

度
か
ら
、
運
営
管
理
の
主
管
を
教

育
委
員
会
と
し
ま
す
。

■
邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
邑
南
町
商
工
会
へ
一
元
化

　

邑
南
町
し
ご
と
ど
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
29
年
12
月
に
、
町

内
の
全
て
の
事
業
者
を
支
援
し
、

地
域
経
済
の
発
展
と
町
の
活
性
化

を
図
る
た
め
設
立
し
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
で
は
邑
南
町
商
工
会
に

業
務
委
託
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
要
事
業

３
月
定
例
議
会　
施
政
方
針
か
ら
抜
粋

　

並
行
し
て
、
よ
り
効
果
的
、
効

率
的
な
事
業
者
支
援
の
実
施
や
、

し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
町
商

工
会
の
業
務
内
容
の
整
理
等
を
、

関
係
機
関
と
の
協
議
で
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
５
年

度
か
ら
、
事
業
者
支
援
業
務
に
つ

い
て
、
町
商
工
会
に
一
元
化
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
起
業
・

創
業
の
気
運
を
今
後
も
高
め
、
地

域
経
済
の
発
展
と
町
の
活
性
化
に

向
け
、
町
商
工
会
等
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
行
財
政
改
善
計
画
の

　
　
　
　
　
　

 

着
実
な
実
行

　

歳
入
予
算
に
占
め
る
基
金
繰
入

金
や
町
債
の
比
率
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
事

務
事
業
や
公
共
施
設
の
管
理
運
営

等
の
見
直
し
等
、
将
来
に
向
け
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
を
構
築
す
べ

く
、
行
財
政
改
善
計
画
を
着
実
に

実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
１
）誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、

人
と
つ
な
が
り
支
え
合
う
町
づ
く
り

◆
住
民
や
他
団
体
と
の
協
働

　
　
　
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決

（
邑
南
町
地
区
別
戦
略
発
展
事
業
）

　

令
和
２
年
度
に
各
地
区
で
地
区

別
戦
略
の
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、

令
和
３
年
度
か
ら
実
践
が
開
始
さ

れ
、
現
在
各
地
区
で
推
進
さ
れ
て
い

る
計
画
数
は
、
令
和
５
年
１
月
時
点

で
39
事
業
あ
り
ま
す
。
内
容
は
多
岐

下
を
設
置
す
る
設
計
と
住
民
協
議
を

終
え
、
令
和
５
年
度
に
工
事
を
行
う

予
定
で
す
。
阿
須
那
地
区
で
は
、
住

民
運
営
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
る

「
あ
す
な
地
区
応
援
隊
」
を
中
心
と

し
、
住
民
が
よ
り
集
い
や
す
い
拠
点

整
備
が
行
え
る
よ
う
、
令
和
５
年
度

中
に
設
計
。
令
和
６
年
度
に
工
事
を

行
い
ま
す
。
口
羽
と
阿
須
那
の
両
地

区
で
は
、本
事
業
の
導
入
を
契
機
に
、

中
山
間
地
域
直
払
い
制
度
で
広
域
化

を
進
め
、
事
務
を
両
地
区
の
地
域
運

営
組
織
が
担
う
仕
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
後
、
両
組
織
が
、
ド
ロ
ー

ン
等
の
農
機
具
の
共
同
管
理
や
組
織

の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
既
に
両
地

区
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る
デ
マ
ン

ド
交
通
の
事
業
の
よ
う
に
、
各
種
の

事
業
や
各
種
組
織
の
段
階
的
な
集
約

を
目
指
し
ま
す
。

（
地
域
公
共
交
通
の
取
組
）

　

邑
南
町
の
公
共
交
通
体
系
に
つ

い
て
は
、
邑
南
町
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
基
づ
き
実
証
実
験
を
実

施
し
、
結
果
を
検
証
し
つ
つ
再
編
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
４
月

か
ら
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
に
よ
る
石

見
・
瑞
穂
地
域
内
の
デ
マ
ン
ド
交
通

に
つ
い
て
も
、
令
和
２
年
11
月
か
ら

実
証
実
験
を
実
施
し
、
本
運
行
に
移

行
し
て
い
ま
す
が
、
登
録
者
数
も
順

調
に
増
加
し
て
お
り
令
和
３
年
度
末

よ
り
約
１
０
０
人
増
の
２
６
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、羽
須
美
地
域
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
よ
り
、
は
す
み
振
興
会

が
運
行
す
る
「
は
す
み
デ
マ
ン
ド
」

■
Ａ
級
グ
ル
メ
か
ら

　
　
　
　
地
産
地
消
の
推
進
へ

　
平
成
23
年
度
か
ら
11
年
間
を
、「
Ａ

級
グ
ル
メ
構
想
」
の
取
組
を
第
１
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、「
食
の
ま
ち
」
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
食
に
関
連

す
る
起
業
・
創
業
の
流
れ
の
定
着
と

い
っ
た
成
果
を
活
か
し
、
今
後
は
生

産
者
に
一
層
寄
り
添
い
、
感
謝
の
念

を
持
っ
て
地
産
地
消
や
食
育
を
重
点

的
に
取
り
組
む
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

食
べ
て
お
い
し
い
だ
け
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
生
産
の
現
場
や
そ
こ
で

の
努
力
に
思
い
を
馳
せ
、
農
業
が

我
々
の
命
を
つ
な
ぐ
重
要
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
も
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
思
い
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

　

令
和
５
年
度
は
、前
年
度
に
引
き
続
き
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
追
求
」
と
定
め
、
次
の

３
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

（
１
）誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、

　
　
人
と
つ
な
が
り
支
え
合
う
町
づ
く
り

（
２
）脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み
に
よ
る
豊
か
な
町
の
創
造

（
３
）行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

　

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
方
針
と
行
財
政
改

善
計
画
の
着
実
な
実
行
を
基
本
方
針
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。



3 広報おおなん 2023.4

が
定
着
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
旧
町

村
区
域
内
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
体
制

が
構
築
さ
れ
た
の
で
、
令
和
５
年
度

も
引
き
続
き
体
制
の
維
持
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
お
お
な
ん
バ
ス
の
路
線

再
編
に
つ
い
て
、
邑
南
川
本
線
の
再

編
案
新
ル
ー
ト
の
実
証
実
験
を
、
令

和
４
年
９
月
よ
り
実
施
。
令
和
５
年

度
は
、
そ
の
ル
ー
ト
を
含
め
た
邑
南

川
本
線
全
体
の
再
編
ル
ー
ト
で
の
運

行
を
計
画
し
、
邑
南
町
生
活
交
通
検

討
委
員
会
及
び
関
係
機
関
に
実
施
の

有
無
を
含
め
意
見
を
伺
い
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

（
観
光
文
化
等
の
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

を
行
い
情
報
発
信
す
る
、
地
域
と
連
携

し
た
関
係
人
口
の
拡
大
）

　
観
光
推
進
事
業
と
し
て
、
邑
南
町

観
光
協
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
だ
け
で
な
く
町
の
自

然
や
暮
ら
し
・
活
動
な
ど
、
多
様
な

視
点
で
情
報
を
発
信
し
、
観
光
入
込

客
を
増
加
さ
せ
、
邑
南
町
観
光
協
会

を
関
係
案
内
所
と
し
て
、
本
町
と
の

関
わ
り
そ
の
も
の
を
旅
行
目
的
と
す

る
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た

「
口
羽
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

係
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
実
績
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ
О

法
人
江
の
川
鐡
道
に
よ
る
三
江
線
鉄

道
公
園
口
羽
駅
公
園
の
信
号
や
ポ
イ

ン
ト
切
り
替
え
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
整

備
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
江
線
鉄
道
公

園
の
新
た
な
活
用
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
５
年
に

一
度
の
三
江
線
鉄
道
公
園
宇
都
井

駅
公
園
橋
脚
及
び
ト
ン
ネ
ル
内
壁

等
の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
安
全
に

鉄
道
公
園
が
利
用
で
き
る
環
境
を

整
え
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

　
　
　
　
　
学
び
の
機
会
の
保
障

（
お
お
な
ん
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
）

　

令
和
４
年
12
月
に
邑
南
町
子
ど

も
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条

例
の
理
念
実
現
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
邑
南
町
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
材
と
な

る
よ
う
、
社
会
参
加
の
機
会
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
実
践
や
行
動
を
通
し

た「
意
見
表
明
の
機
会
」と
な
る「
お

お
な
ん
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

を
創
設
し
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

（
産
前
・
産
後
訪
問
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

　
保
健
課
で
は
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
令
和
５
年
度
よ
り
産

前
・
産
後
訪
問
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
取

り
組
み
ま
す
。

　
安
心
し
て
、
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

産
前
・
産
後
の
時
期
に
、
一
時
的
に

家
事
・
育
児
援
助
を
必
要
と
す
る

家
庭
に
対
し
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問

し
、
家
事
や
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
身
体
的
・
精
神
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。
従
来
よ
り
実
施
し

て
い
る
面
談
、
家
庭
訪
問
等
か
ら
把

握
す
る
、
子
育
て
家
庭
の
不
安
や
困

り
事
に
き
め
細
か
に
対
応
し
、
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来

か
ら
実
施
し
て
い
る
産
後
ケ
ア
事

業
に
つ
い
て
は
、
対
象
期
間
を
生
後

４
か
月
ま
で
か
ら
、
12
か
月
未
満
ま

で
拡
大
し
、
産
後
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
支
援
体
制
と
し
て
拡
充

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年

度
３
月
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
、

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
を
本
格
化

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
矢
上
高
校
の
振
興
）

　

令
和
３
年
度
か
ら
バ
ス
通
学
者

全
て
を
対
象
に
、
バ
ス
通
学
定
期
券

購
入
費
助
成
制
度
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
で
、
令

和
５
年
度
入
学
者
の
矢
上
高
校
志

願
者
倍
率
も
１
倍
を
超
え
、
４
年
連

続
で
入
学
志
願
者
倍
率
が
１
倍
を

超
え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
安

定
し
た
入
学
志
願
者
確
保
の
た
め
、

矢
上
高
校
と
地
域
の
未
来
を
つ
く

る
会
（
町
内
の
諸
団
体
や
大
学
、
島

根
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
地
域

全
体
で
支
援
す
る
組
織
）
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
重
ね
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
に
努
め
ま
す
。

◆
誰
も
が
生
涯
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
、
持
続
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興

（
邑
南
町
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
く
医
療

機
能
の
確
保
と
医
療
福
祉
従
事
者
確
保
・

育
成
の
取
り
組
み
強
化
）

　
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
「
邑
南

町
地
域
医
療
構
想
」
に
基
づ
き
、
町

に
必
要
な
医
療
機
能
の
確
保
と
、
そ

れ
を
支
え
る
医
療
福
祉
従
事
者
の

確
保
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
医

療
機
能
の
確
保
で
は
、
公
立
邑
智
病

院
、
町
内
医
科
歯
科
診
療
所
、
福
祉

事
業
所
、
町
外
の
高
度
急
性
期
医
療

機
関
、
江
津
邑
智
消
防
組
合
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
等
と
連
携
し
体
制
強
化

に
努
め
ま
す
。
人
材
確
保
・
育
成

で
は
、「
人
材
確
保
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
に
よ
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
進
め
つ
つ
、
町
内
医
療
機
関
・

福
祉
事
業
所
の
魅
力
向
上
を
は
じ

め
長
期
的
な
視
点
か
ら
子
ど
も
た

ち
へ
の
医
療
福
祉
教
育
を
よ
り
一

層
推
進
し
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
）

　
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
子

ど
も
か
ら
青
壮
年
期
、高
齢
期
ま
で
、

切
れ
目
な
く
健
康
づ
く
り
、
介
護
予

防
に
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
邑
南
町

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
委
員
会
」
の
取
り
組
み
を
継

続
実
施
し
、
島
根
大
学
医
学
部
小
児

科
、
公
立
邑
智
病
院
小
児
科
の
ご
協

力
を
受
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

抱
え
る
健
康
課
題
の
解
決
の
た
め
、

町
内
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
。高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
は
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
す
る
た
め
の
大
変
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防
を
目

的
と
し
た「
通
い
の
場
」へ
の
支
援
、

低
栄
養
・
口
腔
機
能
低
下
、
健
康
状

態
不
明
者
等
へ
の
個
別
支
援
に
つ

い
て
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
実
施
と
し
て
、
福
祉

課
、
町
民
課
等
の
関
係
課
、
関
係
団

体
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

◆
地
域
振
興
拠
点
づ
く
り
の
推
進

（
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業
） 

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
建
築
設

計
・
融
雪
設
備
設
計
を
も
と
に
、
令

和
５
年
度
の
実
施
工
事
と
し
て
現
在

実
施
中
の
国
道
工
事
、
造
成
工
事
に

加
え
て
建
築
工
事
、
融
雪
設
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
で

使
用
す
る
家
具
・
備
品
に
関
す
る
設

計
業
務
、
テ
ナ
ン
ト
店
の
募
集
・
選

考
、
再
整
備
後
の
道
の
駅
の
新
た
な

名
称
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
指
定
管
理
予
定
者
と
と
も
に
施

設
機
能
及
び
維
持
管
理
や
運
営
手
法

に
つ
い
て
協
議
し
、
官
民
連
携
の
も

と
に
関
係
機
関
及
び
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
設

準
備
を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
農

産
物
直
売
所
等
集
出
荷
シ
ス
テ
ム
構

築
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
農
産
物
直

売
所
等
向
け
の
農
産
物
の
集
出
荷
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
地
域
団
体

等
を
支
援
し
ま
す
。

（
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
農
産
物
直
売
所

の
支
援
）

　

農
産
物
直
売
所
支
援
員
事
業
費

は
、
農
産
物
直
売
所
が
抱
え
る
高
齢

化
に
よ
る
出
荷
野
菜
の
減
少
と
い
う

課
題
解
決
の
た
め
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
、
野
菜
の
集
荷
や
生

産
等
を
担
う
人
材
を
育
成
、
確
保
す

る
も
の
で
す
。
農
事
組
合
法
人
雲
井

の
里
に
、「
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
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運
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
来
訪
者
の

皆
様
へ
の
適
切
な
接
遇
・
案
内
に
努

め
ま
す
。

（
窓
口
業
務
体
制
の
改
善
）

　
現
在
、
役
場
本
庁
の
正
面
玄
関
を

入
っ
た
１
階
ホ
ー
ル
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
以

降
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
会
議
机
、

待
ち
合
い
の
イ
ス
等
を
設
置
し
、
個

別
対
応
や
協
議
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
請
支
援
等
で
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
、
雑
然
と
し

た
使
い
づ
ら
い
状
況
で
す
。
今
後
は

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
机
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
整
理
し
、
使
い
や
す
い
場
所
と

な
る
よ
う
改
善
し
ま
す
。
１
階
の
窓

口
も
、
案
内
表
示
等
を
改
め
、
来
訪

者
目
線
の
分
か
り
や
す
い
窓
口
と
な

る
よ
う
改
善
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
の
利
用
を
職
員
の
育
児
や
介
護

だ
け
で
な
く
、
地
域
運
営
組
織
の
活

動
等
の
利
用
を
促
し
、
制
度
利
用
の

幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
内
部
統
制
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
導
入
し
、
基
本

方
針
の
策
定
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

財
務
に
関
す
る
事
務
を
中
心
に
、
リ

ス
ク
や
対
策
に
つ
い
て
シ
ー
ト
に
ま

と
め
る
作
業
を
行
い
、
洗
い
出
し
た

リ
ス
ク
の
中
で
優
先
順
位
の
高
い
も

の
か
ら
対
応
策
を
検
討
・
実
施
、
そ

の
取
組
を
点
検
し
て
対
応
策
の
改
善

を
図
り
ま
す
。
業
務
内
容
や
リ
ス
ク

を
「
見
え
る
化
」
し
、
点
検
や
評
価

を
行
う
仕
組
み
を
つ
く
り
全
体
で
取

り
組
み
ま
す
。
令
和
４
年
度
末
で
現

農
産
物
直
売
所
支
援
員
」
を
配
置
し

ま
す
。
農
産
物
直
売
所
等
集
出
荷
シ

ス
テ
ム
構
築
モ
デ
ル
事
業
費
は
、
農

産
物
直
売
所
等
の
出
荷
野
菜
の
確
保

や
、
令
和
７
年
度
の
道
の
駅
瑞
穂
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
農

産
物
直
売
所
等
向
け
の
農
産
物
の
集

出
荷
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
す
。
い
ろ
ど
り
あ
る
直
売
所
づ

く
り
支
援
事
業
費
は
、
町
内
農
産
物

直
売
所
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
産

の
果
樹
や
加
工
品
の
充
実
と
、
店
頭

販
売
促
進
の
た
め
、
生
産
者
等
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
少
量
多
品
目
と

い
う
邑
南
町
の
産
直
市
等
の
特
徴
を

伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
組

　
　
　
に
よ
る
豊
か
な
町
の
創
造

　
令
和
４
年
４
月
に
脱
炭
素
先
行
地

域
に
選
定
さ
れ
、
環
境
省
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
環
境
と
経
済
を
両
立

さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、
地
域
新
電
力

会
社
お
お
な
ん
き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
に
よ
り
、
公
共
施
設
や
事
業
所
、

一
般
家
庭
に
対
し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
ス
キ
ー

ム
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
及

び
蓄
電
池
設
備
の
整
備
を
進
め
、
町

と
し
て
は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

の
一
環
と
し
て
、
町
内
小
中
学
校
や

公
民
館
と
い
っ
た
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
導
入
を
進
め
ま
す
。
お
お

な
ん
き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
電
気

小
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
済
産

業
省
の
認
可
を
得
る
の
に
時
間
を
要

し
、
令
和
４
年
度
中
の
開
始
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
５
年
度
中

に
開
始
で
き
る
よ
う
、
発
電
設
備
の

設
置
の
進
捗
を
図
り
、
関
係
機
関
へ

の
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

（
ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
脱
炭
素
化

の
推
進
）

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

交
付
金
の
生
産
性
向
上
加
算
金
を
活

用
す
る
集
落
協
定
が
、
令
和
４
年
度

の
９
集
落
協
定
か
ら
、
11
集
落
協
定

に
拡
大
し
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
で
の
防

除
作
業
等
の
ス
マ
ー
ト
農
業
が
一
層

広
が
り
、
農
作
業
の
省
力
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
有
機
農
業
の
振
興
と
地
産
地
消
に
よ
る

持
続
可
能
な
農
業
生
産
体
制
の
構
築
）

　

令
和
４
年
度
か
ら
、「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対
策
交
付

金
」
を
活
用
し
た
、
有
機
農
業
産
地

づ
く
り
推
進
緊
急
対
策
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
農
業
者
や
関

係
機
関
と
連
携
し
た
検
討
会
議
を
開

催
し
、
引
き
続
き
有
機
農
業
の
栽
培

技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
進
め
る

と
と
も
に
研
修
会
を
開
催
し
取
り
組

み
を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

の
意
識
調
査
や
意
識
を
高
め
る
た
め

の
講
座
の
開
催
、
学
校
給
食
へ
の
有

機
米
の
提
供
を
実
施
し
ま
す
。

（
３
）行
財
政
改
革
の

　
　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
推
進

（
事
務
処
理
の
効
率
化
）

　
役
場
本
庁
の
正
面
玄
関
の
会
議
案

内
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
（
電
子
看
板
）
の
利
用
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
、
試
行
段
階
で
す
が
、

案
内
表
示
が
以
前
よ
り
も
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
職
員
の
声
か
け

在
の
行
財
政
改
善
計
画
の
計
画
期
間

は
終
了
し
ま
す
。
内
部
統
制
の
取
組

の
推
進
で
、
事
務
の
効
率
化
や
整

理
・
合
理
化
を
進
め
、
今
後
も
行
財

政
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
に

は
、
新
た
な
行
財
政
改
善
計
画
を
策

定
し
、
よ
り
よ
い
行
財
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
方
針
】

（
Ｄ
Ｘ
構
想
）

　
本
町
単
独
で
行
う
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

は
、
令
和
５
年
度
は
新
た
に
デ
ジ
タ

ル
人
材
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。
地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
に
よ
る
、
民
間
の
デ

ジ
タ
ル
専
門
人
材
で
あ
る
Ｄデ

ィ
ー
エ
ッ
ク
スＸ
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
、
ま
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
対
応
の
た
め
の
授
業
支
援

及
び
地
域
住
民
支
援
の
た
め
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ポ
ー
ト
要
員
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

役
場
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
、
令
和
５
年
６
月
を
目
途
に
実

施
い
た
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
及
び
職
員
の
現
金
取

り
扱
い
の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
、
邑
南
町
母
子
健
康
相
談

等
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム

は
、
今
月
中
に
一
部
の
運
用
を
開
始

し
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
対

応
可
能
な
事
業
か
ら
横
展
開
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
建
設
・
上
下
水
道
関
係
事
業
）

　
町
道
整
備
事
業
は
、
法
面
対
策
及

び
落
石
対
策
と
し
て
、
町
道
日
南

川
上
田
線
の
災
害
防
除
事
業
、
町
道

伴
蔵
線
の
法
面
対
策
事
業
を
、
通
学

路
安
全
対
策
と
し
て
、
石
見
中
学
校

付
近
に
あ
る
石
見
中
央
線
の
歩
道
整

備
を
そ
れ
ぞ
れ
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。
改
良
事
業
と
し
て
、
高
見
宇
都

井
線
、
片
田
善
教
寺
原
線
、
簾
金
比

羅
線
の
３
路
線
を
継
続
し
て
実
施
す

し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
令
和
６
年
４
月

１
日
に
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
ま

す
。
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
や
公
営
企
業
会
計
法
適
用
事

業
費
等
を
活
用
し
、
公
営
企
業
会
計

へ
の
移
行
を
適
切
か
つ
円
滑
に
進
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
公
衆
衛
生
、

生
活
環
境
の
向
上
及
び
水
質
の
保
全

に
努
め
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
は
、
邑
南
町
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き｢

安
全
な
水
道｣

｢

強
靱
な
水
道｣

｢

水
道
サ
ー
ビ
ス
の

持
続｣

を
目
指
し
、
老
朽
化
し
た
主

要
管
路
の
更
新
や
、
耐
震
化
、
経
営

コ
ス
ト
の
改
善
、
有
収
率
の
向
上
等

を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
主
要
管

路
の
更
新
、
耐
震
化
と
し
て
、
市
木

地
区
、
布
施
地
区
、
日
和
地
区
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　
施
政
方
針
の
全
文
は
、
邑
南
町

の
ホ
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
予

定
で
す
。
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新入職員をよろしくお願いします !! 質問事項
  ① 配属
  ② 出身地
  ③ 抱負

柳
りゅうこう

幸 美
み わ

和
① 瑞穂支所窓口グループ
② 邑南町
③ 常に明るく笑顔を忘れず、

住民の方々に寄り添ってい
きたいです！

豊
と よ た

田 円
ま ど か

香
① 保健課
② 滋賀県彦根市
③ 地域の方々が活き活きと笑

顔で過ごせるようお手伝い
できたらと思います。

梅
う め だ

田 遼
りょう

① 産業支援課
② 大田市
③ 町民の皆様に親しまれ、信

頼されるような職員になれ
るように努めます。

天
あまかわ

川 美
み え

恵
① 医療福祉政策課
② 邑南町
③ 地域の方々に信頼していた

だけるよう努めます。ぜひ
お声がけください。

新規採用職員・広島市派遣職員 紹介

佐
さ さ き

々木 涼
りょうすけ

介
広島市からの派遣職員

① 産業支援課
② 山口県周南市
③ 色々な経験をさせてもらい

ながら、町民の皆さんのお
役立てるよう頑張ります。

︻
令
和
５
年
度
の
教
育
の
大
き
な
方
向
性
︼

１
．
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実

１
．
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実

　
将
来
の
よ
き
隣
人
で
も
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
の〝

本
物
〞
に
出
会
い
、
そ
の
確
か
な
つ
な
が
り
を
原
点
と
し
た

主
体
的
な
学
び
か
ら
、
世
界
へ
も
羽
ば
た
け
る
力
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
邑
南
町
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
・
伝
統
、
文
化
、
産
業
と
い
っ
た

地
域
の
宝
を
学
び
、
体
感
す
る
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
町
を
誇
り

に
思
う
気
持
ち
が
宿
り
、
こ
の
こ
と
が
自
身
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産

と
な
り
、
自
分
の
未
来
像
を
明
確
に
し
ま
す
。
自
分
の
し
た
い
こ
と
、

す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
て
、
身
近
な
地
域
、
邑
南
町
、
あ
る
い
は
日

本
や
世
界
の
未
来
に
志
を
持
っ
て
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る
「
人
」「
将

来
の
担
い
手
」
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

２
．
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

　
多
様
性
を
尊
重
し
、
個
が
活
か
さ
れ
る
社
会
で
は
、
お
互
い
を
補

い
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
得
意
、
不
得
意
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が

認
め
合
い
、
自
分
に
合
っ
た
分
野
で
活
躍
で
き
る
こ
と
で
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
で
も
、「『
持
続
可
能
な
社
会
の
作
り
手
』
と
な
る

た
め
に
は
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
様
々
な
社
会
変
化
を

乗
り
越
え
る
力
が
必
要
に
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。
邑
南
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
に
も
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
」の
実
現
に
つ
い
て
、

誰
を
も
大
切
に
す
る
水
平
な
人
間
関
係
の
構
築
が
必
要
で
す
。
子
ど

も
、
大
人
を
問
わ
ず
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が

言
え
る
関
係
と
協
働
の
場
を
つ
く
り
、
持
続
可
能
な
邑
南
町
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

邑
南
町
教
育
委
員
会　

教
育
方
針

邑
南
町
教
育
委
員
会　

教
育
方
針
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主な普通建設事業費

会　　計 令和5年度 令和4年度 比較増減 増減率

一般会計 159億7,100万円  138億6,210万円 21億　890万円 15.2% 

特別会計 34億3,600万円 36億8,250万円 △2億4,650万円 △6.7% 

 国民健康保険 13億2,000万円 14億7,900万円 △1億5,900万円 △10.8% 

 直営診療所 1億3,450万円 1億　850万円 2,600万円 24.0% 

 後期高齢者医療 3億7,350万円 3億8,200万円 △850万円 △2.2% 

 下水道 10億4,000万円 10億2,200万円 1,800万円 1.8% 

 電気通信 5億6,800万円 6億9,100万円 △1億2,300万円 △17.8% 

総　合　計 194億　700万円 175億4,460万円 18億6,240万円 10.6%

令和 5 年度当初予算と令和 4 年度当初予算の比較

※千円以下を四捨五入しているため、実際の額と差異が生じています。

令和５年度

邑南町 当初予算の概要
一般会計は、昨年度に比べ
　　　　21 億 890 万円増額総額 億 700万円194

主な事業
（普通建設事業を除く新規・拡充分）
・ふるさと基金事業費
・公共施設等総合管理計画費
・第一～第三邑学館運営費
・おおなん子どもチャレンジ事業費
・DX 外部人材サポート事業費
・高齢者つどいの場づくり事業費
・配食サービス事業費
・放課後児童健全育成事業
・病院費（邑智病院への繰出金）
・中山間地域等直接支払事業交付金
・農産物直売所支援員事業費
・おーなんアグサポ隊事業費
・農業用ハウス等リース支援事業
・邑南町森林環境保全対策基金活用事業
・集落周辺里山整備事業費
・除雪費
・非常備消防費
・校務支援システム構築事業費

1億3,477万8千円
986万1千円

1,852万6千円
494万6千円

1,259万2千円
840万円

2,380万円
4,053万５千円
15億2,257万円

2億4,152万7千円
539万7千円

5,775万2千円
9,381万4千円
6,532万1千円

500万円
1億3,839万2千円

4,616万7千円
1,616万5千円

・おおなんネット基幹システム改修事業費
・小さな拠点づくりモデル地区推進事業費
・脱炭素先行地域づくり事業費
・道の駅瑞穂整備事業
・地籍調査費
・森林研究・整備機構造林受託事業費
・香木の森公園林間広場整備事業費
・道路新設改良費
　（高見宇都井線・簾金比羅線等 6 路線）
・ 公営住宅ストック改善事業費
  （三本松団地・矢上団地・七日市団地）
・若者定住住宅建設事業費（日貫）
・消防積載車整備費
・小学校 LED 照明工事費
・石見中学校改築付帯工事費
・石見中学校改築工事費
・公民館 LED 照明工事費

5,500万円
5,730万円

2億9,982万4千円
8億5,382万3千円
1億6,885万6千円

7,255万円
1,487万1千円

2億4,349万7千円

5,396万7千円
7,351万8千円
1,687万9千円

5,800万円
7,455万円

19 億 5,571万9千円
3,107万5千円
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水道事業会計
■ 予算額

令和５年度 令和４年度 比較増減 増減率

収
益
的

収入 4億2,563万円 4億3,490万円 △927万円 △2.1％

支出 4億1,591万円 4億1,465万円 126万円 0.3％

資
本
的

収入 3億8,346万円 2億9,335万円 9,011万円 30.7％

支出 5億7,692万円 4億7,552万円 10,140万円 21.3％

合
計

収入 8億   909万円 7億2,825万円 8,084万円 11.1％

支出 9億9,283万円 8億9,017万円 10,266万円 11.5％

■ 企業債（借入金）残高見込
令和5年度末 令和4年度末 比較増減

24億5,294万円 25億3,075万円 △7,781万円

主な水道施設整備事業
◆配水管耐震化（基幹改良）事業　1億3,538万円
　老朽管率の高い布施地区、市木地区、日和地区
について、配水管耐震化のための測量及び改良工
事を行います。

◆遠方監視システム更新事業　2,090万円
　遠方監視システム整備については、子局整備を
行います。

◆その他水道施設改良事業　4,067万円
　水道施設の機器（ポンプ等）の更新を計画的に実
施します。

町債（借入金）現在高の状況

一般会計　歳入予算（性質別）

基金（積立・定額運用）残高の状況

一般会計　歳出予算（性質別）

　邑南町の令和５年度当初予算が、３月の議会定例
会で可決成立しました。
　一般会計予算額は、昨年度比 21 億 890 万円増
額（＋ 15.2％）の 159 億 7,100 万円です。特別
会計については、５事業全体で 2 億 4,650 万円の
減額（△ 6.7％）となり、総額 34 億 3,600 万円と
なっています。

人件費
18億7,726万円
　（11.8％）

普通建設事業費
46億4,188万円
       （29.1％）

繰出金
8億6,212万円
　　 （5.4％）

補助費等
37億9,967万円
　  （23.8％）

扶助費
13億6,159万円
　　 （8.5％）

公債費
15億7,500万円
　　 （9.9％）

投資的経費
29.1％

その他
5億8,586万円
　　 （3.7％）

物件費
12億4,462万円
　　  （7.8％）

義務的経費
30.2％

その他の
　経費

　40.7％

災害復旧事業費
　　300万円（0.0％）

歳出総額

約159億　　

　　5,100万円

町税
10億5,954万円
（6.6％）

地方交付税
61億745万円
（38.3％）

国庫支出金
18億1,816万円

（11.4％）

県支出金
14億4,473万円

（9.1％）

町債
34億6,104万円

（21.7％）

その他
5億3,460万円

（3.3％）

分担金及び負担金
1億2,579万円（0.8％）

その他 3億1,289万円
                 （2.0％）

使用料及び手数料
1億4,737万円（0.9％）

依存財源
83.8％

歳入総額
約159億5,100万円

自主財源
16.2％

繰入金 7億3,942万円
　　　　　  （4.6％）

寄附金 2億1万円（1.3％）



8広報おおなん 2023.4

邑南町行政機構・人員配置

町長
石橋良治

副町長
　日高輝和

教育長
　大橋　覚

課
名
・
室
名

課
長
等

グ
ル
ー
プ
・
係
名

（
　
）
は
兼
務

課
長
補
佐
等

係
長
等

課
　
員

事
務
分
掌

議会
議
会
事
務
局

井
上
義
博

総
務
係
、
議
事
調
査
係

（
監
査
係
）

植
田
靖
子

議
会
運
営
／
各
委
員
会
運
営

○
監
査
委
員

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　
総
務
課

大
賀　
定

管
財
グ
ル
ー
プ

森
脇
充
洋

橋
本
尚
也

仁
柿
雅
裕　
静
間
啓
史　
森
田
恭
平

山
本
萌
美　
松
本
直
子　
中
村
晃
久

俵　
悠
大　
笹
田
浩
司

人
事
／
職
員
管
理
／
条
例
／
個
人
情
報
保
護
／
文
書
管
理
／
秘

書
／
栄
典
／
寄
附
行
為
／
入
札
／
行
政
連
絡
／
公
聴
／
地
縁
団

体
／
行
財
政
改
革
／
公
有
財
産
管
理
／
危
機
管
理
／
感
染
大
流

行
対
策
／
防
災
／
消
防
／
防
犯
／
国
民
保
護
／
米
軍
飛
行
騒
音

／
原
子
力
安
全
対
策
／
交
通
安
全
／
地
籍
調
査

行
政
・
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

新
屋
聡
士

人
事
グ
ル
ー
プ

大
田
真
司

地
籍
グ
ル
ー
プ

松
本
義
文

矢
上
博
一

情
報
み
ら
い

　
　
　
創
造
課
柳
川
修
司

D
X
推
進
グ
ル
ー
プ

新
井
紀
弘

谷
口
晴
香　

大
久
保
光
機　

日
高
郁
弥　

勝
部
真
太
朗

D
X
推
進
／
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
／

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
広
報
・
情
報
発
信
／
防
災
無
線
管
理
／

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

情
報
調
整
グ
ル
ー
プ

高
橋　
創

地
域
み
ら
い
課

田
村　
哲

生
活
交
通
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
淳

藤
田
浩
司　
湯
浅
孝
史　
藤
本　
亮

上
田
直
明　
清
水
宏
輔　
上
田　
賢

日
高
雅
貴　
板
屋
愛
子

秋
本
啓
太（
島
根
県
人
事
交
流
）

定
住
対
策
／
広
域
行
政
／
地
域
振
興
／
交
通
確
保
対
策
／
研
修

制
度
／
自
治
会
／
矢
上
高
等
学
校
振
興
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
／
出
身

者
会
／
日
本
一
の
子
育
て
村
推
進
／
総
合
計
画
／
企
画
会
議
及

び
事
業
調
整
／
統
計
／
行
政
評
価
／
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

定
住
グ
ル
ー
プ

田
村
成
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
１
グ
ル
ー
プ
岸　
慎
也

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
２
グ
ル
ー
プ
安
田
和
史

財
務
課（

出
納
室
）

三
上
和
彦

（
会
計
管
理
者
）

財
政
グ
ル
ー
プ

森
田
政
徳

新
屋
裕
美

河
野
哲
典　
小
玉
典
世　
橋
本
憲
明

三
宅
星
也　
石
田
愛
香　
伊
藤
好
寿

予
算
／
地
方
債
／
決
算
統
計
／
財
政
計
画
／
総
合
計
画
／
町
民

税（
個
人・
法
人
）／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
軽
自
動
車
税
／

た
ば
こ
税
／
入
湯
税
／
税
外
債
権

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

住
民
税
グ
ル
ー
プ

神
座
一
人

資
産
税
グ
ル
ー
プ

池
永
義
将

服
部
幸
朗

庶
務
グ
ル
ー
プ

日
高
和
美

川
取
雅
也　
植
田
ほ
の
香

出
納
／
決
算
／
指
定
金
融
機
関
／
物
品

町
民
課

秋
田
敏
子

住
民
グ
ル
ー
プ

小
形
め
ぐ
み

賀
美　
敦　
北
野
将
志　
河
井
美
穂

森
脇　
祐　
服
部
千
晴

鈴
木　
麗　
種　
由
美

戸
籍
／
住
民
登
録
／
印
鑑
登
録
／
年
金
／
選
挙
／
パ
ス
ポ
ー
ト

発
給
／
消
費
者
行
政
／
人
権
／
国
民
健
康
保
険
／
国
保
直
営
診

療
所
／
後
期
高
齢
者
医
療
／
斎
場
／
墓
地
／
男
女
共
同
参
画
／

環
境
衛
生・
保
全
／
公
害
／
水
質
汚
濁
／
狂
犬
病
予
防
／
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

○
選
挙
管
理
委
員
会

国
保
・
環
境
グ
ル
ー
プ

森
田
学
治

片
桐
政
彦

小
笠
原
秀
彦

古
柳
秀
明

矢
上
診
療
所

宮
本
雄
一

診
療
所
グ
ル
ー
プ

佐
藤
匡
裕

服
部
真
実　
笹
田
千
尋

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　
医
療
福
祉
政
策
課
小
笠
原
誠
治

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

峡
戸
真
理
恵

河
内
洋
子　
服
部　
玲　
岩
本
竜
太
郎

沖　
利
奈　
伊
藤
紗
代　
天
川
美
恵

古
川
寛
人　
上
田
郁
子

地
域
福
祉
／
障
が
い
者
福
祉
／
日
赤
／
介
護
保
険
／
介
護
予
防

／
高
齢
者
福
祉
／
法
人
支
援
／
児
童
福
祉
／
生
活
保
護
／
民
生

児
童
委
員
／
地
域
医
療
体
制
確
保

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
福
祉
事
務
所

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

三
上
瑞
恵

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ

安
田
裕
子

竹
野
勝
治

地
域
包
括・介
護
予
防
グ
ル
ー
プ

南
原
美
穂
子

医
療
政
策・人
材
確
保
グ
ル
ー
プ

岩
井
和
也

天
津
兼
房

保
健
課

坂
本
晶
子

総
務
グ
ル
ー
プ

田
村
由
理

三
上
英
志

岡
本
章
夫

森
脇
梓
里　
渡
部
由
紀
子　
石
橋
め
ぐ
み

北
野
沙
央
里　
静
間
翔
子　
森
田
英
恵　

渡
邊
ひ
と
み　
豊
田
円
香　
大
島
萌
々
果

佐
野
愛
華　
竹
内
芳
騎　
下
橋
な
な
子　

国
保
保
健
事
業
／
高
齢
者
保
健
事
業
／
予
防
接
種
／
保
健
事
務

／
保
健
予
防
／
保
健
指
導
／
病
院
組
合
／
介
護
予
防

保
健
グ
ル
ー
プ

上
田
千
香
子

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

沖
野
幾
子

水
道
課

沖
野
弘
輝

総
務
グ
ル
ー
プ

寺
本
章
子

田
中
利
明

漆
谷
健
太　
平
野
健
吾

下
水
道
／
生
活
排
水
／
上
水
道
／
飲
料
水
供
給

上
水
道
グ
ル
ー
プ

和
田　
功

下
水
道
グ
ル
ー
プ

三
宅
正
浩

角
矢
永
嗣

寺
本
雅
也

産
業
支
援
課

白
須　
寿

商
工
グ
ル
ー
プ

一
岡
洋
治

梅
田　
遼　
八
田
裕
貴　
日
野
貴
志
郎

奈
須
圭
嗣　
松
本
愛
史　
高
村
真
実

土
居
青
乃　
金
山　
功　
日
高
直
喜

佐
々
木
涼
介（
広
島
市
人
事
交
流
）

商
工
振
興
／
観
光
振
興
／
労
働
行
政
／
特
産
品
開
発
／
企
業
支

援
・
誘
致
／
都
市
交
流
／
ふ
る
さ
と
寄
附
／
無
料
職
業
紹
介
所

／
農
業
振
興
／
米
政
策
／
担
い
手
育
成
／
園
芸
振
興
／
新
規
就

農
者
支
援
／
環
境
農
業
／
鳥
獣
被
害
対
策
／
畜
産
振
興
／
地
産

地
消
推
進
／
林
業
振
興
／
造
林
事
業
／
保
安
林
／
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
／
６
次
産
業
化

○
農
業
委
員
会

観
光
グ
ル
ー
プ

岩
本
伸
司

農
業
グ
ル
ー
プ

森
田
健
司

惣
田　
智

林
業
グ
ル
ー
プ

三
浦
雄
一
郎

建
設
課

上
田　
修

農
林
土
木
グ
ル
ー
プ

瀧
本
伸
二

今
手
景
祐

山
根
一
弘　
小
西
裕
真　
玉
木
俊
宏

宇
津
田
俊
哉　
梶
谷
悠
介　
三
浦
翔
斗

井
上
美
佳

町
道
／
除
雪
／
河
川
／
災
害
／
公
営
住
宅
／
農
道
／
林
道
／
治

山
／
土
地
改
良（
徴
収
含
む
）
／
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

土
木
維
持
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
清

小
畑
芳
秋

（
施
設
管
理
統
括
）
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

瑞穂支所
瑞
穂
支
所

三
浦
康
孝

窓
口
グ
ル
ー
プ

甲
山
尚
江

藤
田
睦
弘

柳
幸
二
郎

佐
々
木
淳
子
櫻
尾
綾
子　
高
橋
昌
宏　
寺
本
有
加

柳
幸
美
和

支
所
管
理
／
町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民

登
録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福

祉

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
昭

寺
本
典
明

砂
田
健
史

藤
原
大
祐

上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／

林
政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅

羽須美支所
羽
須
美
支
所

三
上　
徹

窓
口
グ
ル
ー
プ

本
多
真
由
美

三
上
孝
志　
上
口
美
帆　
三
上
隆
史　

村
本
菜
摘　
葊
田
光
佑　
森
田
一
平

町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民
登
録
／
国
民

年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福
祉
／
地
域
振

興

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

永
井
智
行

藤
原　
智

支
所
管
理
／
上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農

政
／
畜
産
／
林
政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅
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課
名
・
室
名

課
長
等

グ
ル
ー
プ
・
係
名

（
　
）
は
兼
務

課
長
補
佐
等

係
長
等

課
　
員

事
務
分
掌

議会
議
会
事
務
局

井
上
義
博

総
務
係
、
議
事
調
査
係

（
監
査
係
）

植
田
靖
子

議
会
運
営
／
各
委
員
会
運
営

○
監
査
委
員

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　
総
務
課

大
賀　
定

管
財
グ
ル
ー
プ

森
脇
充
洋

橋
本
尚
也

仁
柿
雅
裕　
静
間
啓
史　
森
田
恭
平

山
本
萌
美　
松
本
直
子　
中
村
晃
久

俵　
悠
大　
笹
田
浩
司

人
事
／
職
員
管
理
／
条
例
／
個
人
情
報
保
護
／
文
書
管
理
／
秘

書
／
栄
典
／
寄
附
行
為
／
入
札
／
行
政
連
絡
／
公
聴
／
地
縁
団

体
／
行
財
政
改
革
／
公
有
財
産
管
理
／
危
機
管
理
／
感
染
大
流

行
対
策
／
防
災
／
消
防
／
防
犯
／
国
民
保
護
／
米
軍
飛
行
騒
音

／
原
子
力
安
全
対
策
／
交
通
安
全
／
地
籍
調
査

行
政
・
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

新
屋
聡
士

人
事
グ
ル
ー
プ

大
田
真
司

地
籍
グ
ル
ー
プ

松
本
義
文

矢
上
博
一

情
報
み
ら
い

　
　
　
創
造
課
柳
川
修
司

D
X
推
進
グ
ル
ー
プ

新
井
紀
弘

谷
口
晴
香　

大
久
保
光
機　

日
高
郁
弥　

勝
部
真
太
朗

D
X
推
進
／
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
／

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
広
報
・
情
報
発
信
／
防
災
無
線
管
理
／

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

情
報
調
整
グ
ル
ー
プ

高
橋　
創

地
域
み
ら
い
課

田
村　
哲

生
活
交
通
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
淳

藤
田
浩
司　
湯
浅
孝
史　
藤
本　
亮

上
田
直
明　
清
水
宏
輔　
上
田　
賢

日
高
雅
貴　
板
屋
愛
子

秋
本
啓
太（
島
根
県
人
事
交
流
）

定
住
対
策
／
広
域
行
政
／
地
域
振
興
／
交
通
確
保
対
策
／
研
修

制
度
／
自
治
会
／
矢
上
高
等
学
校
振
興
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
／
出
身

者
会
／
日
本
一
の
子
育
て
村
推
進
／
総
合
計
画
／
企
画
会
議
及

び
事
業
調
整
／
統
計
／
行
政
評
価
／
住
宅
相
談
セ
ン
タ
ー

定
住
グ
ル
ー
プ

田
村
成
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
１
グ
ル
ー
プ
岸　
慎
也

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
第
２
グ
ル
ー
プ
安
田
和
史

財
務
課（

出
納
室
）

三
上
和
彦

（
会
計
管
理
者
）

財
政
グ
ル
ー
プ

森
田
政
徳

新
屋
裕
美

河
野
哲
典　
小
玉
典
世　
橋
本
憲
明

三
宅
星
也　
石
田
愛
香　
伊
藤
好
寿

予
算
／
地
方
債
／
決
算
統
計
／
財
政
計
画
／
総
合
計
画
／
町
民

税（
個
人・
法
人
）／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
軽
自
動
車
税
／

た
ば
こ
税
／
入
湯
税
／
税
外
債
権

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

住
民
税
グ
ル
ー
プ

神
座
一
人

資
産
税
グ
ル
ー
プ

池
永
義
将

服
部
幸
朗

庶
務
グ
ル
ー
プ

日
高
和
美

川
取
雅
也　
植
田
ほ
の
香

出
納
／
決
算
／
指
定
金
融
機
関
／
物
品

町
民
課

秋
田
敏
子

住
民
グ
ル
ー
プ

小
形
め
ぐ
み

賀
美　
敦　
北
野
将
志　
河
井
美
穂

森
脇　
祐　
服
部
千
晴

鈴
木　
麗　
種　
由
美

戸
籍
／
住
民
登
録
／
印
鑑
登
録
／
年
金
／
選
挙
／
パ
ス
ポ
ー
ト

発
給
／
消
費
者
行
政
／
人
権
／
国
民
健
康
保
険
／
国
保
直
営
診

療
所
／
後
期
高
齢
者
医
療
／
斎
場
／
墓
地
／
男
女
共
同
参
画
／

環
境
衛
生・
保
全
／
公
害
／
水
質
汚
濁
／
狂
犬
病
予
防
／
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

○
選
挙
管
理
委
員
会

国
保
・
環
境
グ
ル
ー
プ

森
田
学
治

片
桐
政
彦

小
笠
原
秀
彦

古
柳
秀
明

矢
上
診
療
所

宮
本
雄
一

診
療
所
グ
ル
ー
プ

佐
藤
匡
裕

服
部
真
実　
笹
田
千
尋

邑　南　町　役　場　　　　　　　　　　
医
療
福
祉
政
策
課
小
笠
原
誠
治

地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ

峡
戸
真
理
恵

河
内
洋
子　
服
部　
玲　
岩
本
竜
太
郎

沖　
利
奈　
伊
藤
紗
代　
天
川
美
恵

古
川
寛
人　
上
田
郁
子

地
域
福
祉
／
障
が
い
者
福
祉
／
日
赤
／
介
護
保
険
／
介
護
予
防

／
高
齢
者
福
祉
／
法
人
支
援
／
児
童
福
祉
／
生
活
保
護
／
民
生

児
童
委
員
／
地
域
医
療
体
制
確
保

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
福
祉
事
務
所

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

三
上
瑞
恵

子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
グ
ル
ー
プ

安
田
裕
子

竹
野
勝
治

地
域
包
括・介
護
予
防
グ
ル
ー
プ

南
原
美
穂
子

医
療
政
策・人
材
確
保
グ
ル
ー
プ

岩
井
和
也

天
津
兼
房

保
健
課

坂
本
晶
子

総
務
グ
ル
ー
プ

田
村
由
理

三
上
英
志

岡
本
章
夫

森
脇
梓
里　
渡
部
由
紀
子　
石
橋
め
ぐ
み

北
野
沙
央
里　
静
間
翔
子　
森
田
英
恵　

渡
邊
ひ
と
み　
豊
田
円
香　
大
島
萌
々
果

佐
野
愛
華　
竹
内
芳
騎　
下
橋
な
な
子　

国
保
保
健
事
業
／
高
齢
者
保
健
事
業
／
予
防
接
種
／
保
健
事
務

／
保
健
予
防
／
保
健
指
導
／
病
院
組
合
／
介
護
予
防

保
健
グ
ル
ー
プ

上
田
千
香
子

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

沖
野
幾
子

水
道
課

沖
野
弘
輝

総
務
グ
ル
ー
プ

寺
本
章
子

田
中
利
明

漆
谷
健
太　
平
野
健
吾

下
水
道
／
生
活
排
水
／
上
水
道
／
飲
料
水
供
給

上
水
道
グ
ル
ー
プ

和
田　
功

下
水
道
グ
ル
ー
プ

三
宅
正
浩

角
矢
永
嗣

寺
本
雅
也

産
業
支
援
課

白
須　
寿

商
工
グ
ル
ー
プ

一
岡
洋
治

梅
田　
遼　
八
田
裕
貴　
日
野
貴
志
郎

奈
須
圭
嗣　
松
本
愛
史　
高
村
真
実

土
居
青
乃　
金
山　
功　
日
高
直
喜

佐
々
木
涼
介（
広
島
市
人
事
交
流
）

商
工
振
興
／
観
光
振
興
／
労
働
行
政
／
特
産
品
開
発
／
企
業
支

援
・
誘
致
／
都
市
交
流
／
ふ
る
さ
と
寄
附
／
無
料
職
業
紹
介
所

／
農
業
振
興
／
米
政
策
／
担
い
手
育
成
／
園
芸
振
興
／
新
規
就

農
者
支
援
／
環
境
農
業
／
鳥
獣
被
害
対
策
／
畜
産
振
興
／
地
産

地
消
推
進
／
林
業
振
興
／
造
林
事
業
／
保
安
林
／
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
／
６
次
産
業
化

○
農
業
委
員
会

観
光
グ
ル
ー
プ

岩
本
伸
司

農
業
グ
ル
ー
プ

森
田
健
司

惣
田　
智

林
業
グ
ル
ー
プ

三
浦
雄
一
郎

建
設
課

上
田　
修

農
林
土
木
グ
ル
ー
プ

瀧
本
伸
二

今
手
景
祐

山
根
一
弘　
小
西
裕
真　
玉
木
俊
宏

宇
津
田
俊
哉　
梶
谷
悠
介　
三
浦
翔
斗

井
上
美
佳

町
道
／
除
雪
／
河
川
／
災
害
／
公
営
住
宅
／
農
道
／
林
道
／
治

山
／
土
地
改
良（
徴
収
含
む
）
／
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

土
木
維
持
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
清

小
畑
芳
秋

（
施
設
管
理
統
括
）
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

瑞穂支所
瑞
穂
支
所

三
浦
康
孝

窓
口
グ
ル
ー
プ

甲
山
尚
江

藤
田
睦
弘

柳
幸
二
郎

佐
々
木
淳
子
櫻
尾
綾
子　
高
橋
昌
宏　
寺
本
有
加

柳
幸
美
和

支
所
管
理
／
町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民

登
録
／
国
民
年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福

祉

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

小
笠
原
昭

寺
本
典
明

砂
田
健
史

藤
原
大
祐

上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農
政
／
畜
産
／

林
政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅

羽須美支所
羽
須
美
支
所

三
上　
徹

窓
口
グ
ル
ー
プ

本
多
真
由
美

三
上
孝
志　
上
口
美
帆　
三
上
隆
史　

村
本
菜
摘　
葊
田
光
佑　
森
田
一
平

町
民
税
／
固
定
資
産
税
／
国
保
税
／
戸
籍
／
住
民
登
録
／
国
民

年
金
／
国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
高
齢
者
福
祉
／
地
域
振

興

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

永
井
智
行

藤
原　
智

支
所
管
理
／
上
水
道
／
生
活
排
水
／
町
道
／
農
道
／
林
道
／
農

政
／
畜
産
／
林
政
／
商
工
観
光
／
公
営
住
宅

※
窓
口
業
務
連
携
・
支
援
の
た
め
、
本
庁
職
員
が
支
所
の
窓
口
で
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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課
名
・
室
名
課
長
等

グ
ル
ー
プ
・
係
名

（
　
）
は
兼
務

課
長
補
佐
等
係
長
等

課
員

事
務
分
掌

教育委員会
学
び
の
ま
ち

      
総
務
課
植
田
啓
司
総
務
グ
ル
ー
プ

新
屋
寛
之

野
田
嘉
彦

松
浦
香
織

原
田
裕
美

湯
浅
康
平　
石
橋
由
敬

屋
原
絵
理(

市
木
小)

小
林
由
香(

瑞
穂
中)　
友
澤
眞
由
美(

瑞
穂
小)

佐
貫
悦
子(

高
原
小
）

野
上
小
百
合(

石
見
中)　
漆
谷
幸
恵(

石
見
東
小)

細
川
直
美(

矢
上
小
）　
坂
根
加
奈
子(

日
貫
小)　
永
井
京
子(

羽
須
美
中)

日
高
順
子(

阿
須
那
小)

宅
見
雅
子(

口
羽
小)

教
育
委
員
会
／
規
則
／
学
校
業
務
／
学
校
安
全

／
施
設
管
理
／
ス
ク
ー
ル
バ
ス
／
語
学
普
及
／

就
学
援
助
／
奨
学
金

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

種　
昇
二

田
澤
憲
司

学
び
の
ま
ち

      

推
進
課
高
瀬
満
晃

学
社
連
携・協
働
グ
ル
ー
プ

原　
拓
矢

大
野
芳
典

品
川
淳
子（
図
書
館
）

三
上
智
之　
日
高
幸
男(

阿
須
那
公)　
小
玉
智
教（
口
羽
公
）

林　
享
佑　
藤
井
勇
輝　
植
田
貴
文（
高
原
公
）

藤
井
祥
平（
井
原
公
）　
森
上
慶
一(

矢
上
公)　
伊
東
真
輝(

中
野
公)

束
村
実
菜
子　
小
笠
原
美
穂
子（
布
施
公
）

伊
東
明
洋(

ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館)

公
民
館
／
社
会
教
育
／
人
権
・
同
和
教
育
／
社

会
体
育
／
図
書
館
／
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
／
郷
土

館
／
文
化
振
興
／
文
化
財
／
地
域
づ
く
り
推
進

／
出
前
講
座
／
食
育
の
推
進
／
学
校
給
食
／
特

別
支
援

共
生
社
会・人
権
教
育
グ
ル
ー
プ

原
田
千
恵
美
橋
本
有
木
子

地
域
づ
く
り・食
育
推
進
グ
ル
ー
プ
山
﨑
浩
昭

佐
々
木
義
彦（
出
羽
公
）

有
井
貞
之（
田
所
公
）

山
田
英
毅（
日
和
公
）

◆
こ
の
ほ
か
に
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
・
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
等
、
定
数
に
含
ま
な
い
職
員
も
在
籍
し
て
い
ま
す
。

退職者（令和5年３月31日付け） 島根県派遣
高橋　駿人

顧　問 (任期：令和５年４月１日～令和６年３月31日)

金堀　一郎

石原　晋

日高　洋

作野　広和

広島市派遣
尾谷　亮

口羽　正彦　（医療政策課　課長）
上田　康典　（羽須美支所　支所長）
河野　博美　（町民課　課長）
森口　英司　（瑞穂支所）
金山　功　　（産業支援課）
佐田　博之　（瑞穂支所）
湯浅　美保　（生涯学習課）
横洲　竜　　（総務課）
米村　慎一　（羽須美支所）
大倉　歩　　（保健課）
田中　勇磨　（総務課）
井上　大輝　（総務課）
日高　始　　（産業支援課再任用職員）
中野　由喜　（矢上診療所任期付職員）
中村　さやか（議会事務局任期付職員）

【略　歴】
広島大学大学院工学研究科修了、安田女子大学教授
を経て、住宅デザイン研究所所長

【任　務】
●森の恵み暮らす町づくりに関すること
●邑南町の空き家対策に関すること
●公共施設の建築設計・監理関することについて助
言・提言をいただきます。

【略　歴】
広島大学医学部卒業、公立邑智病院院長を経て、公
立邑智病院名誉院長

【任　務】
●医療、保健、福祉行政の推進に関すること
●邑南町地域医療構想に基づく事業の進捗管理に関
すること
●新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、様々な
感染症対策に関することについて助言・提言をいた
だきます。

【略　歴】
九州大学工学部卒業、広島市経済観光局長を経て、
一般社団法人地域価値共創センター理事

【任　務】
●観光戦略に関すること
●広島広域都市圏事業全般に関すること
●邑南町ゼロカーボンシティ宣言（脱炭素選考地域
づくり事業）に関すること
●おおなんきらりエネルギー㈱の経営や事業に関
することについて助言・提言をいただきます。

【略　歴】
広島大学大学院文学研究科修了、島根大学准教
授を経て、島根大学教授

【任　務】
●地域コミュニティ政策に関すること
●教育の魅力化に関することについて助言・提言
をいただきます。
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館　長

邑南町役場　連絡先

令和５年度 邑南町消防団新体制

階級 氏名
団長  倉見　譲

副団長
 三次　宏昭
 松川　昌司
 古田　五二嗣

◇邑南町消防団幹部 ◇邑南町消防団分団長
分団名 氏名

 第１阿須那分団  山根　悦文
 第２口羽分団  三上　孝行
 第３田所分団  坂根美紀彦
 第４出羽分団  夏明　幸彦
 第５高原分団  石橋　清
 第６布施分団  松島　秀樹
 第７市木分団  小田　幸夫

防災情報防災情報
総務課
1 95-1111　IP 050-5207-3000

令和５年度の邑南町消防団体制は、下記のとおりです。
　分団長へ２人が昇格しました。また、新たに６人の新入団
員を迎え、町民の尊い生命と貴重な財産を、火災などから守
ることを目的に活動していきます。

倉見団長

部　署 電話番号（IP 番号）
議会事務局 95-1113（3021）
総務課 95-1111（3000）
情報みらい創造課 95-1111（3000）
地域みらい課 95-1117（3019）
財務課 95-1193（3013）
出納室 95-1112（3005）
町民課 95-1114（3006）
医療福祉政策課 95-1115（3008）
産業支援課 95-1116（3011）
建設課 95-1120（3015）
水道課 95-1118（3017）

部　署 電話番号（IP 番号）
保健課 83-1123（5002）
瑞穂支所窓口グループ 83-1121（5000）
施設管理グループ 83-1124（5001）
羽須美支所窓口グループ 87-0221（6500）
施設管理グループ 87-0224（6501）
学びのまち総務課 83-1126（5250）
学びのまち推進課 83-1127（5100）
矢上診療所 95-3070（2408）
阿須那診療所 88-0176（6221）
井原診療所 95-0308（3938）
日貫診療所 97-0191（2340）

阿須那公民館 服部　勲
布施公民館 松島　尚志
出羽公民館 賀美　玲治
市木公民館 石田　雅春
矢上公民館 小笠原　文夫

日和公民館 中井　伸人
口羽公民館 種　文昭
高原公民館 東　義正
田所公民館 野田　義仁
井原公民館 鳥居　清枝

中野公民館 上田　七郎
日貫公民館 森田　修
瑞穂ハンザケ自然館 桑野　修
図書館 洲濵　信夫
郷土館 森岡　弘典

分団名 氏名
 第８矢上分団  秋田　弘昌
 第９中野分団  寺本　一広
 第10井原分団  北村　誠
 第11日貫分団  瀧田　均
 第12日和分団  清水　浩

　

長
年
、
介
護
相
談
員
を

務
め
て
い
る
、
細
貝
佐さ

み

こ
美
子

さ
ん
と
日
高
日ひ

ず

え
出
榮
さ
ん

が
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
相

談
・
地
域
づ
く
り
連
絡
会
」

か
ら
、永
年
勤
続
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
年
以
上
に
わ
た
る
介

護
相
談
員
と
し
て
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
３
月
23
日

に
は
、
役
場
本
庁
で
、
贈

呈
式
が
あ
り
、
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
相
談
員
表
彰

細貝さん 日高さん



12広報おおなん 2023.4

　介護者の情報交換や交流を深める会が３月１５日に、出
羽公民館であり、要介護者に対する口腔ケアなどについ
て学びました。
　講師の歯科衛生士・吉田一美さん（加藤病院）は、口
腔内の保湿と普段からのチェックに加え、飲み込む力を
維持するために、口をモグモグ動かしたり、舌を出したり
することが重要と説明しました。

　邑南町が進める「プログラミング公営塾」の発表会が
３月 18 日、矢上交流センターで開かれ、友人や親子連
れらの多数の参加がありました。
　プログラミング技術や e スポーツの腕前を競う大会が
開催されたほか、自分の描いた絵をタブレットで読み取
って液晶画面内に泳がせる AI 体験コーナーが設けられ、
参加者は思い思いに楽しみました。ゲームで勝負する参加者

e スポーツなどで腕競う
プログラミング公営塾

あごのマッサージを学ぶ参加者

お 口のケアについて学ぶ
　　　　介護者家族の会

　田所・出羽・高原地区周辺をコースとする邑智駅伝競
走大会が３月２６日にあり、町内の１３チームが６区間約２０
キロの道のりを駆け抜けしました。
　大会は３年ぶりの開催で、久しぶりにランナーの力走を
一目見ようと、沿道にはプラカードを持って応援する人や、
椅子に座って応援する人でにぎわいました。

　東日本大震災で被災し、環境問題などに取り組む畠山
信さんを講師に招いた防災講座が３月 25 日、青少年旅
行村でありました。
　畠山さんは、災害時に役立つアウトドア用品を紹介しつ
つ、「キャンプの中にサバイバルに必要なものが集約され
ている。（防災グッズが）なければないで何とかするとい
う心構えも重要」と強調しました。 災害時の心構えについて解説する畠山さん

ア ウトドアから防災を考える
モンベル連携事業「暮らしの中の防災」

13 チームがタスキつなぐ
第 74回邑智駅伝競走大会

スタートを切る出場選手
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令和５年度の動き

■地産地消の推進体制の整備
■にっぽんＡ級グルメのまち連合を７月に脱退し、その後はオブザーバー
的立場での参画を協議中
■地域おこし協力隊「耕すシェフ」研修制度を継続しつつ、令和６年度採
用からの新研修制度構築に向け準備
■食の学校を邑南町教育委員会学びのまち推進課（☎83-1127）へ移管

“ 地産地消 ”への原点回帰“地産地消 ”への原点回帰“地産地消 ”への原点回帰
―「食」と「農」のまちとしての新たな一歩―「食」と「農」のまちとしての新たな一歩

本当に美
お い

味しいものは
地域にあるナン！

　

邑
南
町
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
Ａ
級
グ
ル
メ
の
基
本
で
あ
る

﹁
地
産
地
消
﹂
に
重
点
を
置
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
軸
と
し

て
地
域
経
済
を
循
環
さ
せ
る
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
邑
南
町
は「
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
」

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
か
ら
、
丹

精
込
め
て
つ
く
ら
れ
る
様
々
な
質

の
高
い
食
材
を
活
か
し
、
販
路
拡

大
や
「
食
」
の
人
材
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
邑
南
町

で
し
か
味
わ
え
な
い
食
を
求
め
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
邑
南
町

の
知
名
度
向
上
や
飲
食
店
の
増
加

（
起
業
・
創
業
）、
定
住
対
策
に
一

定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ａ
級
グ
ル
メ
の
推
進
拠

点
と
し
て
、
平
成
26
年
に
「
食
の

学
校
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
食
の

学
校
で
は
、
食
と
健
康
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
座
や
、
キ
ク
イ
モ
を

使
っ
た
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
事
業
開
始
か
ら
12
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
生
産
者
な

ど
か
ら
は
Ａ
級
グ
ル
メ
の
効
果
に

対
す
る
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

Ａ
級
グ
ル
メ
の
波
及
効
果
が
、

農
業
分
野
に
お
い
て
は
限
定
的
で

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
近
年
は
、

食
料
自
給
率
の
低
下
や
食
料
安
全

保
障
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
食
を
取
り
巻
く
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
続
け
る
中
、「
命

を
つ
な
ぐ
た
め
の
食
」
と
の
視
点

か
ら
も
、
あ
ら
た
め
て
地
産
地
消

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
度
か
ら
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
を
見

直
し
、
根
幹
で
あ
る
「
地
産
地

消
」
に
立
ち
返
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
の
10
年
間

を
"
第
１
ス
テ
ー
ジ
"
と
位
置
づ

け
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
地

産
地
消
や
食
育
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
は
、
農
産
物
販
売
促

進
の
支
援
や
、
食
育
推
進
の
中
核

施
設
と
し
て
食
の
学
校
の
活
用
な

ど
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
Ａ
級
グ
ル
メ
」

こ
れ
か
ら
の
「
地
産
地
消
」
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　重度障がい等により常時介護を要する
在宅の障がい児、障がい者に支給される手
当です。

※受給者は、毎年８月12日から９月11日
までに所得状況・現況届の提出が必要です。

【申請・問い合わせ先】
　医療福祉政策課　　　☎ 95-1115
                                 IP 050-5207-3008

瑞穂支所窓口グループ　☎ 83-1121
                                 IP 050-5207-5000

羽須美支所窓口グループ　☎ 87-0221
                                 IP 050-5207-6500

福祉関係各種手当各種手当についてのお知らせ

　ひとり親、あるいは身体等に重度の障がいがある父母、または父母に代わってその児童を養
育している人に対し、児童の健やかな成長を願って支給される手当です。

【受給期間】児童が 18歳に達する日以降の最初の３月 31 日まで
【手当月額】全部支給：44,140 円
　　　　　  一部支給：44,130 円～ 10,410 円
☆第２子は月額 10,420 円、第３子以降は１人月額 6,250 円ずつ加算。
　※一部支給額は所得により、10 円単位で決定。
　※受給者は、毎年８月１日から８月31日までに現況届の提出が必要です。

平成20年４月以降、受給期間が５年を経過する等の要件に該当する人は、適用除外事由（就
業あるいは求職活動などを行っている場合や、求職活動ができない事情がある場合）に該当
する人を除いて、手当額の２分の１が支給停止となるため、現況届の提出時に、一部支給停
止適用除外事由届出書が必要です。

　身体・知的または精神に障がいのあ
る児童を監護する父母、または父母に
代わってその児童を養育している人に
支給される手当です。

【受給期間】児童が 20 歳に達する月ま
で

【手当月額】１級（重度）：53,700 円
　　　　　２級（中度）：35,760 円

※受給者は、毎年８月12日から９月
11日までに所得状況届の提出が必
要です。

受給資格 手当月額

特 別 障 害 者
手 当

精神または身体に
重度、複数の障が
いがあり、常時介
護を要する在宅の
20歳以上の人

27,980円

障 害 児 福 祉
手 当

重度の障がいがあ
り、常時介護を要
する在宅の20歳未
満の人

15,220円

◆児童扶養手当

◆特別児童扶養手当◆特別障害者手当
◆障害児福祉手当
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羽須美地域 瑞穂地域 石見地域

燃えるごみ 毎週 月・木 毎週 火・金 毎週 火・金

プラスチック 毎週 火 毎週 月 毎週 月

紙 3日（水・祝日）・17日（水）

ペットボトル 10日（水）・24日（水）

ビン・カン
古紙類・不燃ごみ

（月１回）

22日（月）：戸河内・口羽
　　　　　上田

24日（水）：市木・上田所
　　　　　四つ葉・中組住宅 29日（月）：井原・中野

25日（木）：亀谷・下田所・鱒渕
　　　　　西鱒渕・出羽 30日（火）：矢上

23日（火）：雪田・阿須那
　　　　　宇都井 26日（金）：高原・布施 31日（水）：日和・日貫

粗大・有害ごみ
（年２回）

16日（火）：井原・中野

17日（水）：矢上

18日（木）：日和・日貫

休日直接搬入
（家庭ごみのみ） 21日（日）９時～16時

※おおなんケーブルテレビ（11ch）データ放送、邑南町公式アプリにも掲載しています。

5 月 の ご み 収 集 日5 月 の ご み 収 集 日

５月12日は、民生委員・児童委員の日です。邑南町民生児童委員
協議会では、この日から18日までの一週間を「民生委員・児童委員の
日」活動強化週間とし、訪問活動をしています。
◎民生委員・児童委員とは
民生委員・児童委員は、民生委員法と児童福祉法に基づいて厚生労働
大臣が委嘱する地域の相談役です。また、子どもに関する支援活動を
専門に担当する主任児童委員もいます。
■民生委員・児童委員：61人　  ■主任児童委員：４人
◎民生委員・児童委員の活動
①情報の収集

地域福祉活動には的確な情報が不可欠です。支援を必要とする人
の実情を把握し、普段の活動に役立てます。
②相談支援

地域の皆さんが抱える介護、育児、いじめ、不登校、生活困窮など、
様々な悩みについて相談に応じ、助言や支援、高齢者世帯の見守り
などを行います。
③連携・協力の情報提供と橋渡し

福祉サービスなどの必要な情報を提供するほか、行政や関係団体
などとの橋渡しをします。
④地域福祉活動

登下校の見守りなど、支部や地区ごとに自治会とも連携して活動
を行っています。

登
下
校
の
見
守
り
活
動

【民生・児童委員のマーク】
幸せのめばえをしめす四つ葉
のクローバーをバックに、民生
委員の「み」の文字と児童委員を
示す双葉を組み合わせ、平和の
シンボルの鳩をかたどって、愛
情と奉仕を表しています。

【問い合わせ先】福　 祉　 事　 務　 所　☎ 95-1236　IP 050-5207-3010
　　　　　　　瑞穂支所窓口グループ　☎ 83-1121　IP 050-5207-5000
　　　　　　　羽須美支所窓口グループ　☎ 87-0221　IP 050-5207-6500
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邑
南
町
奨
学
金

【
目　
　
的
】

経
済
的
理
由
で
就
学
が
難
し
い
人
の
た
め
の
学
資
援
助

【
申
請
要
件
】

①
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
就
学
意
思
が
あ
る
が
、
経
済
的
理
由
で
困
難
な
こ
と

③
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

【
申
請
書
類
】

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
在
学
証
明
書

③
住
民
票（
本
人
・
保
護
者
）

④
所
得
証
明
書（
令
和
４
年
中
所
得
）

【
償
還
（
返
済
）
条
件
】

無
利
子
。
貸
与
完
了
か
ら
１
年
経
過
後
に
開
始
し
、
貸

与
期
間
の
２
倍
の
期
間
で
償
還
（
返
済
）

【
償
還
免
除
】

卒
業
後
１
年
以
内
に
町
内
へ
定
住
し
、
さ
ら
に
５
年
が

経
過
す
れ
ば
全
額
免
除

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
び
の
ま
ち
総
務
課

☎
８
３
︲
１
１
２
６

IP
０
５
０
︲
５
２
０
７
︲
５
２
５
０

邑南町の奨学金制度

奨学生募集

区　
　
分

貸
与
月
額

高
等
学
校
、中
等
教
育
学
校

後
期
課
程
、特
別
支
援
学
校

高
等
部

国
公
立

１
万
円

私　
立

１
万
５
千
円

短
期
大
学
、高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
、大
学
校（
２

年
制
大
学
と
同
等
の
課
程
）

国
公
立

２
万
円

私　
立

２
万
５
千
円

大
学
、大
学
校（
４
年
制
大

学
と
同
等
の
課
程
）

国
公
立

３
万
円

私　
立

３
万
５
千
円

大
学（
医
学
、歯
学
又
は
薬

学
を
履
修
す
る
課
程
）、大

学
院

国
公
立

４
万
円

私　
立

５
万
円

　邑南町には、３つの奨学金制度があり
ます。それぞれ特色ある奨学金制度です
ので、進路にあったものを選んで、ぜひ
ご活用ください。

●
募
集
開
始

５
月
１
日
（
月
）

●
応
募
締
切

６
月
７
日
（
水
）

併
願
可
能
（
併
用

不
可
）

●
申
請
要
件

本
人
ま
た
は
保
護

者
が
町
内
在
住
で

あ
る
こ
と
（
下
記

参
照
）

【
申
請
要
件
】

①
大
学・
大
学
院
で
、
医
学・
歯
学・
薬
学
を
履
修
す
る

課
程
に
在
学
し
、
医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師
免
許
を

取
得
見
込
み
で
あ
る
か
、
大
学・短
大・高
等
専
門
学

校・
専
修
学
校
で
、
医
療
又
は
福
祉
技
術
を
学
ぶ
課

程
を
履
修
し
、
対
象
と
な
る
医
療
福
祉
資
格
を
取
得

見
込
み
で
あ
る
こ
と

②
①
に
定
め
る
免
許
又
は
資
格
を
有
し
た
後
、
町
内
医

療
施
設
又
は
福
祉
施
設
で
免
許・
資
格
を
生
か
し
た

業
務
に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

【
申
請
書
類
】

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
在
学
証
明
書

③
住
民
票
（
本
人
・
保
護
者
）

④
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）

題
「
邑
南
町
の
医
療
福
祉
に
携
わ
っ
て
、
私
が
や

り
た
い
事
」

【
償
還
条
件
】

無
利
子
。
学
校
卒
業
か
ら
３
年
経
過（
据
置
期
間
）後
に

開
始
し
、
貸
与
期
間
の
２
倍
の
期
間
で
償
還

【
償
還
免
除
】

免
許・
資
格
を
取
得
し
、
据
置
期
間
経
過
後
に
町
内
に

居
住
し
、
町
内
の
医
療・福
祉
施
設
で
免
許・資
格
を
生

か
し
た
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
、
貸
与
期
間
以
上
に

な
れ
ば
償
還
免
除（
医
師・
歯
科
医
師・薬
剤
師
は
、
学
校

卒
業
後
３
年
経
過
後
、
正
規
の
修
学
年
限
の
３
倍
以
内
の

期
間
中
に
貸
与
期
間
以
上
の
期
間
と
な
っ
た
と
き
）。

邑
南
町
医
療
福
祉
従
事
者
確
保
奨
学
金

区　
　
分

貸
与
月
額

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校

国
公
立

５
万
円

私　
立

６
万
円

大
学

国
公
立

６
万
円

私　
立

８
万
円

大
学
、
大
学
院
（
医
学
、
歯
学

又
は
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
）

国
公
立

15
万
円

私　
立

20
万
円

【
対
象
と
な
る
資
格
】

医
師・歯
科
医
師・薬
剤
師・看
護
師・介
護
福
祉
士

【
問
い
合
わ
せ
先
】

医
療
福
祉
政
策
課

☎
９
５
︲
１
１
７
５

　
　
　
　

        

IP
０
５
０
︲
５
２
０
７
︲
３
０
０
８

区　
　
分

貸
与
月
額

短
期
大
学
、専
修
学
校
、農

業
者
研
修
教
育
施
設

国
公
立

５
万
円

私　
立

６
万
円

大
学
、大
学
院

国
公
立

６
万
円

私　
立

８
万
円

【
目
的
】

町
内
の
農
林
業
振
興
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
の
学
資
援
助

【
申
請
要
件
】

①
大
学
又
は
専
修
学
校
、
農
林
大
学
校
な
ど
で
、
農

林
業
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
を
履
修
す
る

課
程
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
①
に
定
め
る
学
校
卒
業
後
、
町
内
で
農
林
業
に
従

事
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

【
申
請
書
類
】

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
在
学
証
明
書

③
住
民
票（
本
人
・
保
護
者
）

④
小
論
文（
８
０
０
字
程
度
）

題「
私
が
考
え
る
将
来
の
邑
南
町
の
農
林
業
」

【
償
還
条
件
】

無
利
子
。
貸
与
完
了
か
ら
１
年
経
過
後
に
開
始
し
、
貸

与
期
間
の
２
倍
の
期
間
で
償
還

【
償
還
免
除
】

卒
業
後
１
年
以
内
に
町
内
へ
定
住
し
、
農
林
業
に
従

事
し
て
卒
業
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
と
き
半
額
~
全

額
免
除
（
全
額
免
除
の
対
象
は
、
自
営
農
林
業
に
従
事

し
た
場
合
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
支
援
課　
☎
９
５
︲
1
1
1
6

　
　
　
　
　
　
　
IP
０
５
０
︲
５
２
０
７
︲
3
0
1
1

邑
南
町
農
林
業
後
継
者
育
成
奨
学
金
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５月１日（月）、2 日（火）
マイナンバーカードに関する手続きが制限されます

　法改正によるシステム改修のため、５月１日、２日は全国的にマイナンバーカード（以下、カー
ド）に関する手続きの一部が実施できませんのでご注意ください。

【問い合わせ先】
　町　　　 民 　　　課　☎ 95-1114　IP 050-5207-3006
　瑞穂支所窓口グループ　☎ 83-1121　IP 050-5207-5000
　羽須美支所窓口グループ　☎ 87-0221　IP 050-5207-6500

できること
【カードの交付】
【カードの有効期間変更手続き】

外国人住民が在留期間満了日の変更により、マイナンバーカードの有効期限を延長す
る手続き

【カードの一時停止解除手続き】
紛失等によりカードの機能を一時的に停止していた場合で、これらを解除する手続き

【カードの継続利用手続き】
町外市町村から邑南町へ住所変更した際、引き続きカードを有効とするための手続き

できないこと
【カードの暗証番号の初期化】

暗証番号がわからなくなった、ロックがかかった場合の手続き
【カード券面事項更新手続き】

町内で住所変更した際、カードに内蔵されている住所情報を更新する手続き
【署名用電子証明書（※１）及び利用者証明用電子証明書（※２）の発行、失効、破棄手続き】

住所変更や期限切れ等の理由で失効した署名用電子証明書及び利用者証明用電子証明
書を発行したり、不要になった電子証明書を失効、破棄したりする手続き

※１：公的個人認証サービスを利用する際に必要なもので、主に e-Tax やオンラインでの住所
異動手続きに使用します。

※ 2：マイナポータルにログインするなど、カードを使って手続きをする際に、持ち主本人で
あることを証明するために使用します。

　給与等の支払いを受けている邑南町国民
健康保険の被保険者が、新型コロナウイル
ス感染症に感染した場合、もしくは発熱等
の症状がありその感染が疑われ、療養のた
めに労務に服することができなかった人に

「傷病手当金」が支給されます。
　支給要件など、詳細は町民課または各支
所窓口グループへお問い合せください。

　適用期間：令和 5 年５月７日まで

国民健康保険の傷病手当金について
　邑南町には、入院などにより医療費の
自己負担が高額になったときに利用でき
る、高額療養費貸付基金を設けています。
貸付金は無利子です。貸付を受けられる
のは、邑南町民で、医療保険（※）の被
保険者です。
　制度に関する詳細は、役場本庁・各支
所へお問い合わせください。
※邑南町国保、国保組合、全国健康保険協会、

健康保険組合、各種共催組合、後期高齢者医
療、船員保険

高額療養費の貸付制度について
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■料金
　3,000 円（新規登録込みの場合：6,000 円）
　　［内訳］注射料：2,450 円
　　　　　  注射済票交付手数料：550 円
　　　　　  新規登録手数料：3,000 円
■日程
  ◎羽須美地域…5月16日（火）
  ◎瑞　穂地域…5月17日（水）・18日（木）
  ◎石　見地域…5月18日（木）・19日（金）
※飼い犬を登録済みの方には、個別に時間や会
場等をお知らせします。

■持ち物
  ・料金
  ・役場からの通知ハガキ（登録済みの方）

令和 5 年度の狂犬病予防集合注射を行います。
　狂犬病予防注射は、飼い主が毎年 4月 1日か
ら 6月 30日までに行うよう、狂犬病予防法で定
められています。
　会場ではマスクを着用し、感染予防対策にご
協力ください。集合注射ができなかったときは、
動物病院等で必ず狂犬病予防注射を受けさせま
しょう。
　動物病院等で予防注射をしたときは、病院で
発行される注射済証を役場窓口へ持参し、注射
済票の交付（手数料 550 円）を受けてください。

集合注射の会場でも、飼い犬の新規登録ができ
ます。未登録の飼い犬については通知ハガキをお
送りできないので、接種会場を事前に邑南町ホー
ムページ等で確認の上、お越しください。なお、
室内犬でも登録及び狂犬病予防注射が必要です。

次の場合は、役場へ必ずご連絡ください。
  ① 犬が死亡したとき
  ② 犬の住所が変わったとき
  ③ 飼い主が変わったとき

令和 5 年度の狂犬病予防集合注射を行います。
狂犬病予防注射狂犬病予防注射 登録したら「鑑札」

注射したら「注射済票」
　　　　をつけよう！

【問い合わせ先】町　　　　民　　　　課　☎ 95-1114　IP 050-5207-3006
　　　　　　　 瑞穂支所窓口グループ ☎ 83-1121　IP 050-5207-5000
　　　　　　　 羽須美支所窓口グループ ☎ 87-0221　IP 050-5207-6500
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産 前・産 後 訪 問 サ ポ ー タ ー 大 募 集 ！

　安心して出産・子育てができる環境づくりの一つとし
て、産前・産後の時期に、一時的に家事・育児援助を必
要とする家庭に対して、サポーターが訪問し、有償で家
事や育児のサポートをする「産前・産後訪問サポート事業」
を始めます（令和５年６月開始予定）。
　事業開始にあたり、邑南町の出産・子育て支援に、共
に取り組んでいただけるサポーターを募集します。申込
締切は５月２日（火）です。興味のある方は保健課へお問
い合わせ下さい。

【家事サポートの内容】
●住居等の掃除・整理
●衣類等の洗濯
●食事の準備・片付け
●生活必需品の買い物など

「２人目を妊娠中だけど、上の子の世話をしながら家事
が思うようにできない」「身体の疲れがとれない」

「近くに手伝ってくれる人がいない」
「上の子の世話に十分な時間が取れない」・・・

【育児サポートの内容】
●授乳の手伝い
●おむつ交換の手伝い
●沐浴の手伝い
●子どもの見守り　　など

◇サポーターの要件◇
●邑南町に住所を有し、子

育て支援に関心のある人
●次のいずれかを満たす人

①保育士資格等を有する
　②子育てに関する仕事に

従事した経験がある
　③町又は県が主催する育

児支援講習を受講する
こと

※講習については今年度開催
予定です。
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今年度の自動車税種別割の納期限
が近づいています。必ず納期限ま
でに納付してください。納税通知
書とスマホかパソコンがあれば、
QR コード等を利用した便利な
キャッシュレス納付も利用できま
す。

【納税通知書発送日】
５月１日（月）

【納期限】
５月31日（水）

【納付方法】
スマホやパソコンでのキャッシュ
レス納付、スマホ決済アプリ、ク
レジットカード、インターネット
バンキング、コンビニ、金融機関
や県民センターの窓口など

【納期限までの納付が困難な場合】
一定の要件に該当すれば、申請に
よって納税の猶予を受けられる場
合があります。詳しくは島根県の
ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】
島根県西部県民センター収納管理課
　　☎ 0855-29-5522

自動車税種別割の
納期での納付について

お知らせ
このコーナーは、皆さんの暮らし
に役立つ情報を掲載しています。
詳しい内容は、それぞれ問い合わ
せください。

４月は進学・就職などに伴って、
若年層の生活環境が大きく変わ
り、性被害に遭うリスクが高まる
時期です。そこで国は、４月を「若
年層の性暴力被害予防月間」と定
めています。10 ～ 20 代の若年
層を狙った性犯罪・性暴力は、そ
の未熟さに付け込んだ許しがたい
重大な人権侵害であり、決して許
されるものではありません。年齢、
性別を問わず下記の番号に相談で
きます。1 人で抱え込まずに相談
してください。
●内閣府性犯罪・性暴力被害者の
ためのワンストップ支援センター
　☎＃８８９１
●警察　性犯罪被害相談電話
　☎＃８１０３

若年層の性暴力被害
予防月間について

障がい者など（生計を同一にして
いる者も含む）が所有する軽自動
車等や、車いす用等改造された車
で次の要件に該当するものは、減
額免除の対象となります。
また、昨年度減免申請された人に
は「現況報告書兼減免申請書」を郵
送します。必要事項を記入し、期
限までに返送することで減免申請
の手続きができます。

【減免の要件】
①障がい者が所有する軽自動車

等、または軽自動車を所有し
ていない障がい者と生計を同
一にする人が所有する軽自動
車等

※ 障がいの級などによって減免
とならない場合もあります。
②構造が身体障がい者等が利用す

るための軽自動車
【申請に必要なもの】
障害者手帳等・車検証・運転免許
証（運転される人のもの）・減免申
請書（窓口にあります）・納税義務
者の個人番号カードまたは通知
カード

【個人番号】
申請の際、納税義務者のマイナン
バーが必要です。番号確認と身元
確認ができるものを持参くださ
い。代理人が窓口に申請に来られ
る場合は代理権の確認ができるも
の、代理人の身元確認のできるも
の、減免を受ける人の番号確認が
できるものをご持参ください。

【申請期限】
５月31日（水）

【手続きの場所・問い合わせ先】
財 務 課　 ☎ 95-1193
　　　　　 IP050-5207-3013
瑞穂支所　☎ 83-1121
　　　　　 IP050-5207-5000
羽須美支所　☎ 87-0221
　　　　　 IP050-5207-6500
なお、自動車税は手続きが別です
ので島根県西部県民センター不動
産・自動車課税課（☎ 0855-29-
5521）にお問い合わせください。
ただし、減免が受けられるのは、
自動車税か軽自動車税のどちらか
一方になります（二重には受けら
れません）。

軽自動車税種別割の
減免

全国戦没者追悼式
参列者募集

先の大戦で亡くなられた人を哀悼
し平和を祈念するため、「全国戦
没者追悼式」に島根県遺族代表と
して参列する人を募集します。

【日　時】
８月14 日( 月)・15 日( 火)

【場　所】
日本武道館（東京都千代田区北の丸
公園2-3）

【対　象】
以下を全て満たす県内在住者
①日華事変(昭和12年７月７日)以

降の軍人・軍属等戦没者の遺族
②戦没者の遺族である配偶者、子、

父母、兄弟姉妹、孫、甥姪、曽孫、
子・兄弟姉妹・孫・甥姪の配偶
者、または 18 歳未満の遺族 (令
和３年８月15日時点) とその保
護者

③健康状態良好で、２日間の団体
行動に耐えられる人 ( 介助者な
しで行動できること )
※式に参列したことがない人を優

先。原則、戦没者１人につき１
人の参列 (18 歳未満の遺族の保
護者が参列する場合を除く )

【参加費】
松江市を起点とした東京までの往
復運賃と宿泊費を定額助成し、参
加費を含む他の費用は自己負担

【申込期限】
5 月 31 日 ( 水 )

【応募方法】
役場医療政策福祉課、瑞穂支所、
羽須美支所の窓口で申込書を提出

【その他】
・続柄、年齢等により県が選考。
・島根県遺族連合会による旅行団

の主催で実施し、集合から解散
まで原則団体行動。

・参列決定後の辞退は、時期によっ
てはキャンセル料を支払ってい
ただく場合があります。

・選考結果は７月上旬ころまでに
島根県高齢者福祉課よりお知ら
せします。

・新型コロナウイルス感染症の感
染状況により変更となる場合が
あります。

【問い合わせ先】
医療福祉政策課
　☎ 95-1115/IP 050-5207-3008
島根県高齢者福祉課援護恩給スタッフ
　☎ 0852-22-5240
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事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

ウェルファ㈱
「老人ホームふる郷」
（下田所）

看護師、准看護師 利用者に対する看護業務 64歳
以下

普通自動車運転免許、看護
師または准看護師（必須）※
パート求人もあり

ケアマネージャー、
相談員

入居者家族との相談、行政、
医療機関、他施設との調整や
手続き、ケアプランの作成等

応相談
普通自動車運転免許、ケア
マネージャー（必須）社会
福祉士等（あれば尚良し）

介護職員 高齢者の介護、介助業務等 65歳
以下

普通自動車運転免許（必須）、
介護福祉士、介護者初任者研
修修了者（あれば尚良し）

（福）石見さくら会
「デイサービスセンター
希望の郷」

（矢上）

看護師、准看護師
（パート）

個別機能訓練、計画書の作成、
利用者の健康状態の把握 不問 普通自動車運転免許、看護師

または准看護師（必須）

（福）旭福祉会「あさひ園」
（浜田市旭町） 介護職員

特別養護老人ホームで、入所
者の食事、排せつ、入浴介助
等の身の回りの世話

64 歳
以下

普通自動車運転免許（必須）、
介護福祉士、介護職員初任者
研修修了者（あれば尚良し）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人人 情情
ハローワークハローワーク

報報求求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（産業支援課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所 

求
人
情
報

紹
介
所
は
産
業
支
援
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
毎
日
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

事業所名 職　種 内　容 備　考

（福）石見さくら会
（矢上）

介護職員、生活相談員、
理学療法士、看護職員、
保育士、栄養士、調理師、
事務職

令和６年３月に大学、短大、高専、
専門学校等を卒業見込の人（既卒業
者は卒業後概ね３年以内で応募可）
資格詳細は☎（95-2504）に確認

受付期間は令和５年６月か
ら７月 31 日まで。選考日は
同年８月 20 日

■令和６年４月新規採用分

５月の納税
◎軽自動車税（全期）
◎国民健康保険税（第２期）
納期限　５月 31 日（水）
６月の納税
　町県民税第１期
　国民健康保険税第３期

３月 交通事故発生状況
発生 死者 傷者

邑智郡
３月 ０件 ０人 ０人

前年比 ０件 ０人 ０人

邑南町
３月 ０件 ０人 ０人

前年比 ０件 ０人 ０人
石見地域 ３月 ０件 ０人 ０人
瑞穂地域 ３月 ０件 ０人 ０人
羽須美地域 ３月 ０件 ０人 ０人

■情報公開請求の状況
請求件数：２件
処理状況
　開　示：１件
　部分開示：１件
　非開示：０件
不服申し立て：０件
情報公開審査会（招集）：０件

令和４年度邑南町情報公開・個人情報開示請求状況
■個人情報開示請求の状況
請求件数：１件
処理状況
　開　示：０件
　部分開示：１件
　非開示：０件
不服申し立て：０件
個人情報保護審査会（招集）：０件

【問い合わせ先】
　総務課
　☎ 95-1111
　IP 050-5207-3000

サポステ出張相談
15歳～49歳の求職者や、その家
族を支援します。お気軽にご相
談ください。
　【日時】
　7月6日（木）11時～13時（両日）
　【場所】
　　健康センター元気館
　問 サポステ浜田
　 ☎ 0855-22-6830
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令和５年度の国民年金保険料納付書が送付されました
　４月３日に、令和５年度（令和５年４月分～令和６年３月分）の国民年金保
険料納付書が発送されました。令和５年２月上旬の情報に基づいていますので、
行き違いで納付書が送付される事例があります。ご注意ください。

・すでに厚生年金保険に加入されているとき
・保険料免除、納付猶予申請や学生納付特例申請が審査中のとき
・すでに口座振替、クレジット納付の申出をしているとき
・すでに前納（２年前前納など）で納付しているとき

納付書で支払いをせずに、年金事務所、または役場町民課、各支
所窓口グループへお問い合わせください。

国民年金の被保険者は、毎月保険料を納付する必要がありま
すが、収入の減少や失業、就学中などで経済的に支払いが困難
な場合、保険料の免除や納付猶予を申請することができます。

【申請場所】
　浜田年金事務所、役場町民課または各支所

【申請に必要なもの】
・基礎年金番号、またはマイナンバーが分かるもの
・学生証のコピー、または在学証明書原本（学生納付特例申請

の場合のみ）
・雇用保険受給資格者証、または離職票のコピー（失業による

申請の場合のみ）

いずれの申請も、
役場窓口または浜田年金事務所で手続きができます。

＜行き違いの例＞

＜行き違いかと思ったら・・・＞
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図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4500
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

＜行事予定＞
　５月10日（水）ストーリーテリング勉強会（本館）
　　　15日（月）ストーリーテリング勉強会（石見分館）
　　　20日（土）おはなし会（本館）
　　　※新型コロナウイルス感染症対策のため中止する
　　　　ことがあります。

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右の二次元バーコード（QR）から
携帯サイトへアクセスできます。

司書のおすすめ司書のおすすめ

『本屋で待つ』
　佐藤友則 島田潤一郎／著
　夏葉社

　広島県庄原市東城町は、高齢化率 48.7％。町
の人は困ったことがあると、本屋「ウィー東条店」
を訪れます。「何とかしてくれる」と、様々な相
談事が舞い込みます。その内容は驚くことばかり。
世の中は進歩し、便利になってきている反面、取
り残されるのは高齢者です。
　気軽に相談できて解決してもらえる場所は、今
後ますます必要になっていくことでしょう。また
心に問題を抱えている若者が、この店で成長する
姿にも心を打たれます。タイトルの「待つ」には
たくさんの願いが含まれています。

新新  刊刊  案案  内内
『ものがわかるということ』
　　養老孟司／著　祥伝社

『母の味　だいたい伝授』
　　阿川佐和子／著　新潮社

『残陽の廓
くるわ

』
　　あさのあつこ／著　中央公論社

『人生の滋味』
　　池波正太郎／著　幻戯書房

『オンライン脳』
　　川島隆太／著　アスコム

『小学生が国語辞典を読み通すのを助けたい大人
のための本』
　　秋山夕日／著　南々社

BOOKシェアー第 25弾
本好きの皆さんからの熱いメッセージを紹介します。

『瓢
ひょうたん

箪から人生』
 夏井いつき / 著　小学館

　毎週、テレビ番組「プレバト！！」を見て
いる者として、俳句をバッサバッサと添削す
る夏井先生はどんな人なのか興味がありまし
た。どんな人と出会い、どんなことがあった
のか、プレバトのことも含めて、この本を読
めばよく分かります。
　ダウンタウンの浜ちゃんのすごさも分かり
ました。「俳句は筋トレ」だそうで、続ければ、
俳句の筋力「俳筋力」が身につくとのこと。
とりあえず、YouTube「夏井いつき俳句チャ
ンネル」を見てみよう。
　　　　　　　　　　　　（本好きおばさん）

　おおなんカード会のご協力により、４月
から図書貸出の際に、おおなんさくらカー
ドを提示すると、１ポイント付与されるよ
うになりました。図書館利用者カードと一
緒に忘れずにご
持参下さい。

※住所変更の場
合は、図書館
にもお知らせ
下さい。

おおなんさくらポイントカードの
　　　　ポイント付与に関するお知らせ
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※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（令和５年 3 月 31 日）

前月比 前　年
同月比

男　／ 4,737 人 -21 -79
女　／ 5,131 人 -33 -149
計　／ 9,868 人 -54 -228

世帯数／ 4,711 世帯 -5 -41
　　　　　　65歳以上の割合 45.2％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

４４がつ生まれのがつ生まれの
おともだちおともだち

令和４年６月生まれの令和４年６月生まれの
赤ちゃん募集中!!赤ちゃん募集中!!

広報おおなん６月号のこのコーナーに掲載希
望の方は、ホームページから申し込んでいた
だくか、下記までお問い合わせください。

【応募締め切り】
　令和５年 5 月 22 日（月）

【問い合わせ先】
　情報みらい創造課
　　1 95-1111
　　IP 050-5207-3000

【ホームページ】
　　https://bit.ly/3cGVVjj

羽須美中学校ソフトテニス部の 5 人と、はすみスポーツ
少年団６人のメンバーが３月 24 日、全国大会への出場を
前に、石橋町長を表敬訪問しました。
　はすみスポーツ少年団のメンバーは、第 22 回全国小学
生ソフトテニス大会（千葉県開催）へ、羽須美中のメンバ
ーは、第 34 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大
会（三重県開催）へ出場しました。
　羽須美中学校男子の主将・栗原悠成さんは、「勝つことを
諦めずに頑張りたい」と抱負を述べました。


